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６
月
県
議
会
が
６
月
21
日
か
ら
７
月
４
日
ま
で
開
か
れ
、
大
雪
被
害
対
策

に
17
億
円
余
、
能
登
半
島
地
震
へ
の
応
援
職
員
等
の
経
費
２
千
万
円
余
な
ど

20
億
円
余
の
補
正
予
算
を
可
決
。「
政
府
の
責
任
で
医
療
・
介
護
で
働
く
す

べ
て
の
労
働
者
の
賃
上
げ
と
人
員
増
、
訪
問
介
護
報
酬
の
引
き
上
げ
を
求
め

る
」
請
願
・
意
見
書
を
都
道
府
県
議
会
で
は
初
め
て
採
択
し
ま
し
た
。 

 

６
月
県
議
会
に
県
民
か
ら
提
出
さ

れ
た
請
願
で
は
、
岩
手
医
労
連
が
提
出

し
た
「
政
府
の
責
任
で
医
療
・
介
護
施

設
へ
の
支
援
を
拡
充
し
、
医
療
機
関
や

介
護
施
設
で
働
く
す
べ
て
の
労
働
者

の
賃
上
げ
や
人
員
増
を
求
め
る
請

願
」
、
い
わ
て
の
介
護
を
良
く
す
る

会
・
岩
手
民
医
連
・
岩
手
社
保
協
が
提

出
し
た
「
訪
問
介
護
費
の
引
き
下
げ
撤

回
と
介
護
報
酬
引
き
上
げ
の
再
改
定

を 

議
案
に
対
す
る
質
疑
で
能
登
半
島
地

震
へ
の
応
援
職
員
の
実
績
を
質
し
ま
し

た
。
石
川
県
能
登
町
へ
の
対
口
支
援
に

つ
い
て
、
事
務
職
を
中
心
に
延
べ
２
２

２
人
を
派
遣
し
、
う
ち
今
年
度
は
延
べ

51
人
。
介
護
職
員
に
つ
い
て
は
６
月
末

ま
で
に
延
べ
28
人
を
派
遣
し
、
福
祉
避

難
所
で
の
業
務
に
従
事
し
て
い
ま
す
。

県
内
市
町
村
を
含
め
延
べ
６
百
人
余
の

職
員
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。
対
口
支
援

は
５
月
末
で
完
了
し
ま
し
た
が
、
中
長

期
的
支
援
と
し
て
現
在
、
土
木
職
９
人
、

事
務
職
２
人
な
ど
計
14
人
の
県
職
員

を
派
遣 

を
派
遣
。
復
旧
の
遅
れ
が
指
摘
さ
れ
て

お
り
、
国
の
統
一
し
た
支
援
の
強
化
と

東
日
本
大
震
災
津
波
の
経
験
と
教
訓
が

生
か
さ
れ
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。 

洋
野
町
の
養
豚
場
で
の
豚
熱
の
防
疫

対
策
に
つ
い
て
５･

５
億
円
を
措
置
し
ま

し
た(

先
決
処
分)

。
防
疫
措
置
は
７
月
４

日
に
完
了
。
１
万
９
７
８
０
頭
を
殺
処
分

し
埋
却
と
消
毒
作
業
を
終
え
ま
し
た
。
県

職
員
延
べ
４
４
１
２
人
、
建
設
業
協
会
久

慈
支
部
な
ど
関
係
団
体
の
職
員
延
べ
１

４
９
８
人
が
従
事
・
協
力
し
ま
し
た
。 

物
価
高
騰
対
策
賃
上
げ
支
援
金
は
、
６ 

を
早
急
に
行
う
こ
と
を
求
め
る
請
願
」

と
意
見
書
が
採
択
さ
れ
ま
し
た(

自
民

党･

公
明
党
が
反
対)

。
訪
問
介
護
費
の

引
き
下
げ
撤
回
を
盛
り
込
ん
だ
意
見

書
の
可
決
は
、
都
道
府
県
議
会
レ
ベ
ル

で
は
初
め
て
で
す
。 

 

昨
年
に
続
き
「
選
択
的
夫
婦
別
姓
制

度
の
導
入
を
求
め
る
意
見
書
」
も
可

決
。
自
民
党
が
反
対
し
ま
し
た
。 

 

盛
岡
選
挙
区
選
出
県
議
の
主
な
請
願 

と
意
見
書
に
対
す
る
態
度
は
裏
面
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。 

６
月
13
日
、
県
立
大
船
渡
病
院
看

護
科
の
超
過
勤
務
激
減
問
題
で
、
小
原

重
幸
医
療
局
長
に
対
し
、「
大
船
渡
労

働
基
準
監
督
署
か
ら
の
是
正
勧
告
と

指
導
を
踏
ま
え
、
早
期
の
実
態
調
査
と

超
過
勤
務
手
当
の
不
払
い
分
支
給
を

求
め
る
申
し
入
れ
」
を
行
い
ま
し
た
。 

 

同
病
院
で
は
、
昨
年
４
月
に
赴
任
し

た
総
看
護
師
長
（
今
年
３
月
末
で
退

職
）
に
よ
る
圧
力
で
超
過
勤
務
申
請
が

激
減
。
大
船
渡
労
働
基
準
監
督
署
は
３

月
21
日
付
で
是
正
勧
告
と
指
導
を
通

知
し
ま
し
た
。
そ
の
内
容
は
、「
過
去

11
カ
月
に
遡
り
労
働
時
間
記
録
を
確

認
す
る
な
ど
の
実
態
調
査
を
行
う
こ

と
」
や
「
差
額
の
割
増
賃
金
の
支
払
い

が
必
要
な
場
合
、
当
該
差
額
を
支
払

い
、
支
払
い
状
況
を
報
告
す
る
こ
と
」、

「
再
発
防
止
策
と
実
施
状
況
を
５
月

10
日
ま
で
に
報
告
す
る
こ
と
」
な
ど

で
す
。 

申
し
入
れ
で
は
、
実
態
調
査
等
の
対

応
が
遅
々
と
し
て
進
ん
で
お
ら
ず
、
調

査
の
具
体
的
な
計
画
や
労
基
署
の
是

正
勧
告
と
指
導
の
内
容
を
組
合
や
職

員
等
に
も
明
ら
か
に
す
る
こ
と
、
早
期

の
超
過
勤
務
不
払
い
分
の
支
給
、
異
常 

岩手医労連の皆さんが医療機関や介護施設で働くすべての
労働者の賃上げや人員増を求める請願を提出(６月２７日) 
 

本会議で議案に対する質疑に立つ斉藤県議(７月１日) 

小原医療局長(右)に申し入れる県議団(６月１３日) 

事
態
が
発
生
し
改
善
で
き
な
か
っ
た

原
因
と
責
任
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

―

な
ど
を
求
め
ま
し
た
。 

 

月

14
日
現
在
で
２
１
４
２

件
・
１
万
５
６
６
４
人
の
申
請

と
な
り
、
申
請
額
は
７
億
８
千

万
円
余
と
な
っ
て
い
ま
す
。
小

規
模
事
業
者
の
申
請
が
69
％

を
占
め
て
い
ま
す
。
５
月
末
の

「
事
業
者
影
響
調
査
」
で
は
、

「
物
価
高
騰
の
影
響
が
継
続
し

て
い
る
」
が
89･

１
％
な
ど
と

な
っ
て
お
り
、
商
工
労
働
観
光

部
長
は
「
多
く
の
中
小
企
業
は
、

防
衛
的
な
賃
上
げ
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
い
る
状
況
に
あ
る
」
と

答
え
ま
し
た
。 
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  【
４
月
】 

9
日 

上
田
支
部
の
つ
ど
い 

14
日 

大
船
渡
市
議
選
応
援
、
矢
巾
町
の
つ
ど
い
、

城
東
９
条
の
会 

16
日 

文
教
委
員
会
（県
立
博
物
館
調
査
）

 

17
日 

脱
炭
素
社
会
実
現
調
査
特
別
委
員
会
、
県
政

調
査
会
（鈴
木
宣
弘
東
大
教
授
講
演
）、「
東

ア
ジ
ア
の
平
和
提
言
」講
演
会
オ
ン
ラ
イ
ン

視
聴 

18
日 

新
人
議
員
研
修
会 

19
日 

国
民
運
動
実
行
委
員
会
県
政
学
習
会 

20
日 

学
校
給
食
の
無
償
化
を
求
め
る
岩
手
の
会

結
成
集
会
、
こ
ぶ
し
の
会
総
会
、
達
増
拓
也

知
事
の「
春
真
っ
盛
り
の
つ
ど
い
」 

21
日 

学
生
奨
学
金
問
題
学
習
会 

23
日 

湯
沢
の
つ
ど
い 

24
日 

岩
手
大
学
理
工
学
部
一
祐
会
理
事
会 

27
日 

学
生
オ
ン
ラ
イ
ン
ゼ
ミ「
共
産
主
義
と
自
由

―

資
本
論
を
導
き
に
」視
聴 

28
日 

本
町
支
部
の
つ
ど
い
、
岩
脇
後
援
会
花
見
の

つ
ど
い 

29
日 

盛
岡
市
消
防
演
習
、
14
・６
分
団
懇
親
会 

【
５
月
】 

1
日 

第
95
回
メ
ー
デ
ー
岩
手
県
中
央
集
会
、
県

立
盛
岡
ひ
が
し
支
援
学
校
訪
問 

2
日 

県
中
小
企
業
中
央
会
・中
小
企
業
家
同
友
会

訪
問
懇
談
、
県
立
み
た
け
支
援
学
校
保
護

者
と
懇
談 

3
日 

憲
法
記
念
日
の
つ
ど
い
、
憲
法
記
念
日
街
頭

宣
伝 

8
日 

旧
盛
岡
短
大
跡
地
利
活
用
期
成
同
盟
会
総

会 

9
日 

地
方
議
員
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
会 

10
日 

建
設
業
協
会
盛
岡
支
部
と
の
懇
談
会 

11
日 

岩
手
町
議
員
団
会
議 

12
日 

八
日
町
町
内
会
総
会
、
高
橋
千
鶴
子
衆
院
議

員
と
語
る
会
、
城
東
地
区
９
条
の
会 

16
日 

全
県
地
方
議
員
研
修
会
、
盛
岡
山
車
推
進
会

総
会
・懇
親
会 

18
日 

岩
手
大
学
理
工
学
部
一
祐
会
総
会
、
新
庄
観

音
の
祭
典 

19
日 

新
庄
さ
ん
さ
花
垣
会
、
城
東
地
区
９
条
の
会

18
周
年
記
念
の
つ
ど
い 

21
～
22
日 

文
教
委
員
会
東
北
調
査
（秋
田
県
）

 

【
６
月
】 

3
日 

盛
岡
市
の
国
・県
へ
の
統
一
要
望
説
明
会 

7
日 

脱
炭
素
社
会
調
査
特
別
委
員
会
調
査
（八
幡

平
市
・地
熱
） 

11
日 

議
運
、
議
案
説
明
会 

13
日 

大
船
渡
病
院
超
過
勤
務
問
題
で
の
医
療
局

長
へ
の
緊
急
申
し
入
れ
、
県
政
要
望
を
聞
く

会
、
農
水
部
長
へ
の
申
し
入
れ
（県
農
民
連
） 

16
日 

城
東
地
区
９
条
の
会 

19
日 

野
原
保
健
福
祉
部
長
に
健
康
保
険
証
の
存

続
を
要
請
（県
保
険
医
協
会
、
県
社
保
協
）

 

21
日 

６
月
定
例
県
議
会
開
会
（～
７
月
４
日
） 

22
日 

高
橋
千
鶴
子
衆
院
議
員
緊
急
街
頭
国
会
報

告 

24
日 

復
興
県
民
会
議
、
宮
古
盛
岡
横
断
道
路
高
規

格
化
期
成
同
盟
会 

26
日 

国
道
４
５
５
号
線
道
路
整
備
期
成
同
盟
会 

27
～
28
日 

本
会
議
・一
般
質
問 

【
７
月
】 

1
日 

本
会
議
・一
般
質
問
、
議
案
に
対
す
る
質
疑 

2
日 

文
教
委
員
会 

3
日 

岩
手
町
議
選
応
援 

4
日 

最
終
本
会
議
、
岩
手
町
議
選
個
人
演
説
会 

7
日 

女
川
原
発
講
演
会
オ
ン
ラ
イ
ン
視
聴
会 

8
日 

達
増
知
事
が「
日
本
政
府
に
核
兵
器
禁
止
条

約
の
署
名
・批
准
を
求
め
る
署
名
」に
サ
イ

ン 

文教委員会で質疑に立つ斉藤県議(７月２日） 
 

県
立
不
来
方
高
校
バ
レ

ー
部
員
の
新
谷
翼
さ
ん
が

顧
問
教
諭
の
暴
力･

暴
言
に

よ
り
自
死
し
た
事
件
を
受

け
た
再
発
防
止
「
岩
手
モ
デ

ル
」(

Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ａ
モ
デ

ル)

が
５
月
に
策
定
さ
れ
ま

し
た
。
自
死
の
経
過
は
丁
寧

に
記
述
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

顧
問
教
諭
の
前
任
校
で
の

暴
言･

暴
力
事
件
に
つ
い
て

は
、
被
害
者
家
族
か
ら
理
解

解
と
納
得
が
得
ら
れ
ず
、
策 

校
32
人
と
最
高
に
。
西
和

賀
高
校
で
は
５
人
の
留
学

生
を
含
め
定
員(
40
名)

を

超
え
る
44
人
が
入
学
し
、

教
育
長
は
「
こ
れ
が
複
数
年

続
け
ば
学
級
数
増
は
考
え

る
必
要
が
あ
る
」
と
答
弁
し

ま
し
た
。
１
学
級
校
に
つ
い

て
も
県
教
委
は
「
可
能
な
限

り
維
持
す
る
方
策
を
検
討

し
た
い
」
と
答
え
ま
し
た
。 

 

定
委
員
会
の
外
部
委
員
７
人
中
５
人

の
連
名
で
「
第
三
者
に
よ
る
調
査
検
証

委
員
会
の
設
置
要
望
」
が
昨
年
提
出
さ

れ
ま
し
た
が
、
教
育
長
と
教
育
委
員
会

が
「
調
査
検
証
委
員
会
は
設
置
し
な

い
」
と
回
答
し
た
こ
と
は
問
題
で
す
。 

 

県
立
高
等
学
校
教
育
の
在
り
方(

中

間
ま
と
め)

に
つ
い
て
質
問
。
地
区
別

懇
談
会
で
は
「
小
規
模
校
の
教
育
の
質

の
確
保
と
機
会
の
保
障
を
」「
魅
力
あ

る
高
校
づ
く
り
を
」
と
い
う
意
見
が
多

く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
度

は
「
い
わ
て
留
学
」
の
取
り
組
み
が
９

校 

切
実
な
要
望
と
な
っ
て
い
る
県
立

盛
岡
み
た
け
支
援
学
校
高
等
部
の
通

学
バ
ス
の
実
現
を
求
め
ま
し
た
。
県

側
は
、
引
き
続
き
対
応
す
る
人
員
や

経
費
等
に
つ
い
て
整
理
し
な
が
ら
検

討
を
続
け
て
い
る
と
答
え
ま
し
た
。 

月
２
日)

と
マ
イ
ナ
保
険
証
へ
の
切

り
替
え
を
閣
議
決
定
し
ま
し
た
。
２

団
体
が
行
っ
た
高
齢
者
施
設
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、
約
８
割
が
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
代
理
申
請
や
施
設
で

の
管
理
に
「
対
応
で
き
な
い
」
と
回

答
。
マ
イ
ナ
保
険
証
の
ト
ラ
ブ
ル
は

続
い
て
お
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ

ム
で
は
対
応
で
き
な
い
開
業
医
ら
が

廃
業
に
追
い
込
ま
れ
る
恐
れ
が
あ
る

な
ど
と
訴
え
ま
し
た
。 

 

県
議
会
と
９
市
町
村
議
会
で
現
行

の
健
康
保
険
証
存
続
を
求
め
る
意
見

書
を
可
決
し
て
い
ま
す
。 

野原保健福祉部長に要請する保険医協会と社
保協の皆さん(６月１９日) 

 

６
月
13
日
の
県
農
業
共
済
組
合

に
よ
る
人
工
授
精
業
務
の
縮
小
・
廃

止
に
対
す
る
対
策
を
求
め
る
県
農
民

連
の
申
し
入
れ
を
踏
ま
え
、
高
田
一

郎
県
議
が
取
り
上
げ
ま
し
た
。
盛
岡･

遠
野
地
域
の
６
市
町
に
お
け
る
家
畜

人
工
授
精
業
務
の
廃
止
に
関
し
て
、

現
在
３
２
８
戸
中
１
０
９
戸
し
か
対

応
で
き
て
お
ら
ず
、
畜
産
経
営
の
継

続
の
た
め
に
も
人
工
授
精
業
務
が
途

絶
え
る
こ
と
の
な
い
よ
う
対
策
を
強

く
求
め
ま
し
た
。 

６
月
19
日
、
県
保
険
医
協
会
と
社

保
協
は
、
現
行
の
健
康
保
険
証
の
存
続

を
求
め
る
要
請
を
行
い
ま
し
た
。 

岸
田
政
権
は
国
民
の
反
対
を
無
視
し

て
、
現
行
の
健
康
保
険
証
の
廃
止(
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７月８日、達増拓也知事が「日本政府に核兵器禁止
条約の批准を求める署名」に都道府県知事として初
めて署名しました。右は三田健二郎県被団協会長。 

案 件 
斉藤 信 
(日本共産党) 

上原康樹 
(希望いわて) 

小西和子 
(希望いわて) 

軽石義則 
(希望いわて) 

髙橋但馬 
(新政会) 

吉田敬子 
(新政会) 

福井誠司 
(自民党) 

鈴木亜希子 
(自民党) 

高橋康介 
(自民党) 

小林正信 
(公明党) 

村上貢一 
(県民クラブ) 

診療報酬及び介護報酬の抜本的引き上げ
等による労働者の処遇改善と医療機関や
介護施設の経営改善を求める意見書 

○ ○ ○ ○ 欠 ○ × × × × ○ 

計画的な教職員定数改善及び義務教育費
国庫負担制度拡充を求める意見書 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ × × × × ○ 

選択的夫婦別姓制度の導入を求める意見書 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ × × × ○ ○ 

持続可能な農業・農村の実現と食料安全
保障の強化を求める意見書 × × × × 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 

 ７月２日、盛岡大学附属高校で国政９党の
代表者が出席しての模擬選挙の授業が行わ
れ、３年生２０４人が各党の演説を聞き、そ
れぞれ共感した政党に投票しました。 
日本共産党からは吉田恭子党県副委員長が

出席。消費税５％減税や最低賃金の全国一律
時給 1500円の実現をアピール。大学などの学
費半額・入学金廃止について、軍事費増額分
を念頭に「予算がないのではなく（現政権の）
政策の優先順位が違う」と指摘し、すぐにで
も実現可能だと強調しました。 
 開票の結果、立憲民主党 76票(38.4％)、日
本維新の会 44票(22.2％)、日本共産党 38票
(19.2％)と続き、自民党は６票(3.0％)で７番
目の得票でした。 

・８月２１日（水）午後６時～ 

・９月１８日（水）午後６時～ 

予約電話番号：６５１-５８８１ 


